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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障がい者地域生活支援推進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、障がい福祉
サービス事業所と連携ネットワークを構築するなど、地域支援のための機能（相談、体験の機会・場、緊急時の受入
れ・対応、専門性、地域の体制づくり）を強化し、様々な支援を切れ目なく提供する。

年度7

中核拠点・地域拠点委託料
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

　障がい者

　障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、様々な支援を切れ目なく提供できるサービス
を提供し、また、合理的配慮の提供に要する費用の一部を助成することで、障がい者の地域生活への移行や
定着を支援する。

R4 R5 R6 R7
R8

基幹相談支援センター相談件数（中核拠点） 件 0 0 1,206 1,340 1,360

障害福祉サービス利用数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 4,703 4,911 5,119
0 0 5,496

　相談支援を通じて適切な障害福祉サービスの利用につなげた
ことで、福祉サービス利用者数は増加し、目標を達成できた。

116.9%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 4703 4911 5119 5340
0 0 5496

0 0 4703 4911 5119 5340
0 0 5496

基幹相談支援センター相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,989 4,109 4,109
0 0 3,722

　地域における相談支援体制の中核的な役割を果たす機関とし
て機能しているものの、目標を達成しなかった。

93.3%

点33



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

118,182 154,145 125,454 126,064

110,698 146,618 117,734 118,344

7,484 7,527 7,720 7,720

３

５

３

３

３

５

令
和

6

令
和

7

中核拠点・地域拠点委託料
過年度補償金
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

中核拠点・地域拠点委託料
緊急時受入先確保事業
合理的配慮の提供支援助成金
建物建設経費一部負担金
コスモス園運営委託

　　　７８，０８４千円
　　　　　　４０１千円
　　　　１，０４４千円
　　　　　　　５８千円
　　　１２，２２９千円
　　　２５，９１８千円

　　　７８，０８４千円
　　　　１，０４４千円
　　　　１，０００千円
　　　１２，２９８千円
　　　２５，９１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

117,734

24,721

12,360

0

226

80,427

59,552

229

0

19,521

39,042

118,344

一部結びつく

高まっている

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

現状が望ましい

業

業

Ａ 90 100
90 継続

　重層的支援体制整備事業（令和４年度～）の趣旨を踏まえ、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活へ

の移行や定着を支援するため、基幹相談支援センター（中核拠点及び地域拠点）及びコスモス園の効率的な運営を行っている。

　民間事業者に対する合理的配慮提供の義務化に伴い、助成事業を含めた周知啓発に努めている。

　引き続き、障がい者が住み慣れた地域で安心して暮らしていけるよう、地域生活への移行や定着を支援するため、基幹相談支援セン

ター（中核拠点及び地域拠点）及びコスモス園の効率的な運営を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障がい者就労支援促進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

　障がいのある方の就労促進と社会的・経済的な自立促進を図るため、中央商店街の空き店舗で障がい者を雇用し事
業を行う事業者等への支援を行うほか、市役所１階の元喫茶スペースにおいて、障害福祉サービス事業所が授産品や
飲料等の販売を行う「障がい者就労の場」を提供するなど、知的障がい者・精神障がい者等の一般就労へ向けた支援
を行う。

年度7

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業者等への支援（７年度事業廃止予定）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓練参加事業所５）

　一般就労を目指す障がい者

　一般就労を目指す障がい者の雇用を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

「障がい者就労の場」店舗数 店舗 0 0 1 0 0

雇用契約をした障がい者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3 0 0
0 0 3

　既存の事業者においては、年間を通して継続的な雇用ができ
たことで、目標を達成することができた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3 0 0 0
0 0 3

0 0 3 0 0 0
0 0 3

「障がい者就労訓練の場」における訓練者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 36 38 40
0 0 33

　就労訓練生の受入れについては、継続的に実施することがで
きたが、目標を達成しなかった。

91.7%

点32



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,642 12,685 12,878 12,878

5,158 5,158 5,158 5,158

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業
者等への支援（継続店舗１）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓
練参加事業所５）

空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業
者等への支援（７年度事業廃止予定）
公共施設内の「障がい者就労訓練の場」開設支援（就労訓
練参加事業所５）

　　　　　　３，２４０千円
　　　　　　１，９１８千円

　　　　　　３，２４０千円
　　　　　　１，９１８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,158

0

0

0

0

5,158

5,158

0

0

0

0

5,158

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 95 100
95 継続

　「たかまつ障がい者プラン」において本事業を位置付けて実施しているが、商店街における新たな店舗開設は難しい状況となってい

る。

　市役所内における「就労訓練の場」提供事業は、引き続き、障がい者の社会就労支援に詳しいＮＰＯ法人に事業を委託することによ

り、効率的に実施した。

　今後も障がいのある方の就労促進と社会的・経済的な自立促進を図るため、市役所内における「就労訓練の場」提供事業は、引き続

き実施する。空き店舗を活用した「障がい者就労の場」を開設する事業者への支援については、事業者による障がい者の安定した雇用

や持続可能な事業経営が困難であり、事業効果が少ないこと等から、７年度中に廃止を予定している。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

補装具費・日常生活用具支給等事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者（児）の自立した生活や社会参加を促進するため、障がいにより失われた身体部位や損なわれた身体機能
を代償・補完するための補装具を支給する。

年度7

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給

　日常生活用具及び補装具を必要とする身体障がい者（児）

　失われた身体部位、損なわれた身体機能を代償、補完、及び日常生活の利便性を向上する。

R4 R5 R6 R7
R8

補装具支給申請受付人数 人 0 0 925 1,000 1,000

補装具給付件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 902

　必要とする身体障がい者に対し、障がいにより失われた身体
部位や損なわれた身体機能を代償・補完するための補装具を支
給したものの、目標を達成しなかった。 90.2%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 902

0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 902

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

221,702 257,879 266,995 440,660

217,960 236,803 245,379 419,044

3,742 21,076 21,616 21,616

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給
福祉電話等貸与

補装具支給
居住サポート
日常生活用具
訪問入浴サービス
紙おむつの支給
福祉電話等貸与

　９４，３２３千円
　　　　　　０千円
１２７，１８２千円　
　　５，２２５千円
　１７，９７１千円　
　　　　６７８千円

１０８，７１９千円
　　　　１２５千円
１２４，１４２千円
　　７，４８４千円
１７８，２２６千円
　　　　１２５千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

245,379

78,411

39,562

0

0

127,406

240,043

0

0

59,778

119,223

419,044

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　用具・装具の助成は日常生活を営む上で不可欠な事業である。

　日常生活用具に係る選定や耐用年数の設定等について、調査及び研究を行い、市民の要望及び時代に合った制度に整えていく。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4



R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

200

400

600

800

1000

1200

R 2R 3R 4R 5R 6R 7R 8R 9
0

1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者相談支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者及びその家族等の不安を解消し、生活の利便を図るため、福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関
して相談員が相談に乗り、その解決に向けて支援を行う相談支援体制を整備する。
・障害者相談員設置事業
・障害者相談支援事業
・相談支援・充実強化事業

年度7

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

　生活の支援を必要とする身体障害者、知的障害者、精神障害者及びこれらの家族で、市内に住所を有する
方

　福祉サービスの手続きやその他の困りごとに関して相談員が相談に乗り、その解決に向けて支援すること
により障がい者及びその家族等の不安解消、生活の利便を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

障害者相談支援事業所開所日数 日 0 0 3,094 3,100 3,100

障害者相談件数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,000 1,000 1,000
0 0 901

　障がい者及びその家族等に対し、福祉サービスの手続きやそ
の他の困りごとに関して相談員が相談に乗り、その解決に向け
て支援を行ったものの、目標を達成しなかった。 90.1%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 901

0 0 1000 1000 1000 1000
0 0 901

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

93,829 133,849 103,523 103,526

85,597 124,817 94,259 94,262

8,232 9,032 9,264 9,264

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

障害者相談員の設置
障害者相談支援事業の委託
（身体：２箇所、知的：２箇所、精神：７箇所）
高松圏域自立支援協議会への委託

　　１，６５０千円
　９１，６０９千円

　　１，０００千円

　　１，６５２千円
　９１，６１０千円

　　１，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

94,259

165

82

0

31,226

62,786

62,647

31,147

0

156

312

94,262

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 継続

　障がいに係る専門的な相談窓口は需要は多く、今後も必要な事業である。

　今後、さらに相談支援を充実させる必要があるため、当面の間は、事業者等と協議しながら、より効果の高い相談体制の構築に努め

る。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者権利擁護事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市成年後見制度における市長が行う審判

　判断能力が不十分な障がい者等の権利擁護を推進するため、法定後見制度である市長による後見等開始審判請求が
妥当であるものについて家庭裁判所に審判請求を行うとともに、必要な費用を負担し、後見人等が行った援助活動等
に対しての報酬支払いができない者に助成を行う。
　また、障がい者の権利擁護のため、障がい者虐待の防止や養護者に対する支援等を行う。

年度7

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

　市内在住の障がい者等で判断能力が不十分な方

　市内在住の障がい者等で、判断能力が不十分な人について、障害者虐待防止法に基づく措置や、成年後見
人制度の利用促進を図る等により、権利擁護を推進する。

R4 R5 R6 R7
R8

成年後見市長申立件数 件 0 0 7 7 7

成年後見人申立決定人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 7 7 7
0 0 5

　成年後見制度の認知拡大に伴い問合せは増加し、市長申立件
数は目標を達成できたが、決定人数は目標を達成しなかった。

71.4%

点25

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 7 7 7 7
0 0 5

0 0 7 7 7 7
0 0 5

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

16,436 18,649 18,916 20,245

3,713 5,853 5,792 7,121

12,723 12,796 13,124 13,124

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

成年後見人制度利用事業
障害者虐待防止対策事業
障害者差別解消推進事業

　　　　　　５，５２６千円
　　　　　　　　１８９千円
　　　　　　　　　７７千円

　　　　　　６，８１７千円
　　　　　　　　１９０千円
　　　　　　　　１１４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,792

2,036

1,019

0

14

2,723

1,990

0

0

1,710

3,421

7,121

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 78 100
78 継続

　成年後見制度の利用、障がい者の虐待案件に対する支援等を行ったことにより、障がい者の権利擁護の促進に寄与した。

　成年後見制度の認知拡大に伴い、問合せが増加し、市長申立件数は目標を達成できたが、決定人数は目標を達成しなかった。

　引き続き、法令・要綱に基づき適正に事務を行うとともに、虐待防止・差別解消・成年後見制度の利用促進に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者手帳交付事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

身体障害者福祉法、精神保健及び精神障害者

　障害福祉サービス等を提供することにより、自立支援を図るため、障がいのある方からの手帳交付申請に基づき、
適正な障害認定を行い、障害者手帳の交付を行う。
　身体的、地理的条件等により通院することができない在宅の重度の身体障がいを有する市民に対し、身体障害者手
帳交付申請時に必要な審査を行うため、医師の派遣を行う。

年度7

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

　住民票が高松市内にあり、身体や精神に障がいがある方

　身体や精神に障がいを持つ市民に対し、障害者手帳を発行することにより、内容に応じた福祉サービスを
受けてもらうことで、障がい者福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

身体障害者手帳交付件数 件 0 0 2,001 2,200 2,200

サービス提供による決算額 千円

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 132,603 132,603 132,603
0 0 111,700

　制度の改善、市民への周知、事務の円滑な執行等により障が
い者福祉の向上を図ったが、目標を達成しなかった。

84.2%

点29

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 132603 132603 132603 132603
0 0 111700

0 0 132603 132603 132603 132603
0 0 111700

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

165,851 221,257 165,372 153,927

147,889 203,192 139,124 127,679

17,962 18,065 26,248 26,248

５

５

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

手帳交付等事務費
障害者診断書作成料助成事業
在宅重度障害者訪問診査
事務費等

　　　　５，４０９千円
　　　１１，４６９千円
　　　　　　　５２千円
　　　９４，７７０千円

　　　２３，８３４千円
　　　１０，４７１千円
　　　　　　　６７千円
　　　９３，３０７千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

139,124

0

1,949

0

26,985

110,190

126,076

0

0

1,603

0

127,679

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 86 100
86 継続

　身体障害者福祉法等に基づいて適正に事務を行った結果、概ね目標どおりであった。

　引き続き、身体障害者福祉法等に基づいて市が実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害者医療費助成事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市医療費助成条例

　障がい者の医療費に係る経済的な負担を軽減し、障がい者の保健の向上や福祉の増進を図るため、障がい者の医療
費（保険診療の自己負担額（高額療養費及び入院時食事（生活）療養費に係る標準負担額は除く。））の全部又は一
部を助成する。

年度7

障害者医療費助成事業

　高松市に住所があり、身体障害者手帳（１～４級）・療育手帳・戦傷病者手帳（特別～第７項症）のいず
れかの手帳を所持し、健康保険証に記載され、生活保護を受けていない方（年齢制限・所得制限あり）

　障がい者の医療費に係る経済的な負担の軽減を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

助成件数 件 0 0 208,131 280,444 273,433

受診率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 237 236.7 236.4
0 0 248.97

　おおむね目標を達成した。

105.1%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 237 236.7 236.4 236
0 0 248.97

0 0 237 236.7 236.4 236
0 0 248.97

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

1,525,166 1,515,467 1,487,843 1,467,675

1,495,230 1,485,359 1,456,963 1,436,795

29,936 30,108 30,880 30,880

５

３

５

３

３

３

令
和

6

令
和

7

障害者医療費助成事業

障害者医療費助成事業

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

1,456,963

0

495,075

0

13,035

948,853

933,116

14,412

0

489,267

0

1,436,795

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が中程度、義務的事

現状が望ましい

概ね効率的にできている

業

Ａ 92 100
92 継続

　おおむね目標値どおりとなった。

　障がい者の医療費は、より高額になる傾向にあるため、障がい者の負担軽減を目的に、事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

障害児放課後支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

放課後子どもプラン推進事業

　障がい児の健全な育成を図るため、特別支援学校に通う児童のうち、放課後帰宅しても就労等により保護者の監護
を受けられない児童に対して、放課後児童会を開設し、監護及び遊びの場を提供する。

年度7

放課後児童会の開設（２箇所）

　特別支援学校に通う児童

　帰宅しても保護者の就労等のため、その監護を受けられない障害児に対して、適切な遊び及び生活の場を
提供する。

R4 R5 R6 R7
R8

放課後児童会開設場所 数 0 0 2 2 2

放課後支援事業利用日数 日

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 281 281 281
0 0 281

　利用日数目標２８１日に対し、２８１日であり目標を達成で
きた。

100.0%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 281 281 281 281
0 0 281

0 0 281 281 281 281
0 0 281

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

19,182 16,724 17,791 19,846

18,434 15,971 17,019 19,074

748 753 772 772

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

放課後児童会の開設（２箇所）

放課後児童会の開設（２箇所）

１７，０１９千円

１９，０７４千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

17,019

5,388

5,388

0

855

5,388

5,898

1,020

0

6,078

6,078

19,074

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 96 100
96 継続

　身体障害児及び知的障害児に対する放課後児童クラブを運営し、保護者と児童の日常生活の向上に大きく貢献した。

　近年、民間の支援サービスも充実してきており、選択肢の一つとして利用者の利便性に合致した柔軟な対応に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

自立の促進

発達障害者サポート事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

発達障害者支援法，障害者総合支援法

　発達障がい者については、これまで、乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の
整備を図ってきたが、人材育成の観点から、発達障害者サポーター養成講座、ペアレントトレーニング等を加え、事
業拡充を図っている。
【事業】・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談・サポート委員会の運営・個別支援計画の作成・発
達障がいの理解のための啓発活動及び研修等の実施・発達障害者サポーター養成講座の実施・ペアレントトレーニン
グ、ペアレントメンターの実施

年度7

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営

　発達障がい児者

　乳幼児期から成人期までの各ライフステージに対応する一貫した支援体制の整備をさらに図る。

R4 R5 R6 R7
R8

各種相談受付件数 件 0 0 22 650 650

研修等開催回数 回 0 0 5 5 5

障害児通所サービス受給者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 1,469 1,601 1,733
0 0 1,843

　発達障がい児の早期発見、早期支援に伴い、障害児通所サー
ビス受給者数が見込みを大きく上回り、目標を達成できた。

125.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 1469 1601 1733 1876
0 0 1843

0 0 1469 1601 1733 1876
0 0 1843

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

7,953 9,613 9,312 9,312

6,456 8,108 5,452 5,452

1,497 1,505 3,860 3,860

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営
　・個別支援計画表の作成
　・発達障がいの理解のための啓発活動および研修の実施
　・発達障害者サポーター養成講座の実施
　・ペアレントトレーニング、ペアレントメンターの実施

社会福祉法人に委託して実施
　５，４５２千円×１か所／年
【事業実施内容】
　・発達障害支援コーディネーターの配置による各種相談
　・サポート委員会の運営
　・個別支援計画表の作成
　・発達障がいの理解のための啓発活動および研修の実施
　・発達障害者サポーター養成講座の実施
　・ペアレントトレーニング、ペアレントメンターの実施

委託料　　　５，４５２千円

委託料　　　５，４５２千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

5,452

1,686

842

0

0

2,924

2,558

0

0

964

1,930

5,452

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　研修会については、会場受講だけでなくオンライン受講やその他の方法により受講できるようにしたことにより、コロナ禍ではあっ

たが受講できる方の数を増やすことができた。

　障害児通所サービス受給者数についても、高止まりしている状況であり、当事者への支援と周囲への理解を広げる活動を継続してい

きたい。

　発達障がい児者の早期発見、早期支援のため、今後も事業を継続する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障がい者アートリンク事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

②7- 障害者による文化芸術活動の推進に関する法

　芸術活動を通じて障がい者の感性・創造力を育み、障がい者の社会参加の促進を図るため、希望する障害福祉サー
ビス事業所等へアーティストを派遣し、創造性の芽を持つ障がい者とアーティストが、長期継続的に関わることで生
まれる新しい概念をかたちにする創作活動を支援する。

年度7

派遣先事業所　１７か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

　障がい者（児）

　芸術活動を通じて障がい者の感性・想像力を育み、障がい者の社会参加の促進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

アートリンク実施事業所数 事業所 0 0 16 17 17

アートリンクに参加した障がい者（児）延べ
人数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 3,400 3,500 3,600
0 0 4,268

　参加延べ人数は、前年度より増加し、目標を達成できた。

125.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 3400 3500 3600 3700
0 0 4268

0 0 3400 3500 3600 3700
0 0 4268

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

17,484 17,527 17,720 17,720

10,000 10,000 10,000 10,000

7,484 7,527 7,720 7,720

５

５

５

５

５

５

令
和

6

令
和

7

派遣先事業所　１６か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

派遣先事業所　１７か所
　報告展：年１回開催
　報告書作成：年１回

　　　　　１０，０００千円

　　　　　１０，０００千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

10,000

2,644

1,323

0

0

6,033

2,500

0

0

2,500

5,000

10,000

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が最適である

現状が望ましい

Ａ 100 100
100 継続

　実施事業所数及び参加延べ人数は、共に目標値を達成できた。

　情報発信の強化、アーティストの派遣先である事業所の入替えや、新規事業者の参入を図るなど、より効果的に事業を促進する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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1

まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

手話言語・障がい者コミュニケーション手段の普及促進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

⑩5- 高松市手話言語及び障害のある人のコミュニ

　言語としての手話に対する理解の増進と、障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及及び利用の
促進のため、必要な施策を策定し、及び実施する。

年度7

手話研修講師等謝金
トークアプリ及びタブレット通信費UD

手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がいのある方のための災害対応のてびき作成

　市民

　言語としての手話に対する理解の増進並びに障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及
及び利用の促進により、障がいのある人もない人も分け隔てられることなく、お互いに人格と個性を尊重し
合いながら、笑顔で暮らすことのできる、障壁のない地域共生社会の実現に寄与する。

R4 R5 R6 R7
R8

手話通訳者等育成研修（職員向を含む）開催回数 回 0 0 12 12 12

手話通訳者育成に向けた研修参加者数（累計
） 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 710 870 1,030
0 0 756

予定通り実施し、目標を達成することができた。

106.5%

点35

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 710 870 1030 1190
0 0 756

0 0 710 870 1030 1190
0 0 756

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

6,882 8,073 7,228 6,819

3,140 4,309 3,368 2,959

3,742 3,764 3,860 3,860

５

５

５

５

１

１

令
和

6

令
和

7

手話研修講師等謝金
ＵＤトークアプリ及びタブレット通信費
手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がい者をサポートする時の災害対応のてびき作成
ヘルプマーク作成

手話研修講師等謝金
トークアプリ及びタブレット通信費UD
手話通訳者育成研修
小、中、高等学校での出前講座（手話等、視覚）
障がいのある方のための災害対応のてびき作成
ヘルプカード作成

　　　　　　１９千円
　　　２，１７４千円
　　　　　１１５千円
　　　　　４００千円
　　　　　１９６千円
　　　　　４６５千円

　　　　　　３７千円
　　　２，１６３千円
　　　　　１１５千円
　　　　　４００千円
　　　　　２１６千円
　　　　　　２８千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

3,368

57

0

0

0

3,311

2,902

0

0

0

57

2,959

結びつく

高まっている

貢献度が大きい

貢献度が大きい

検討の余地がある

検討の余地がある

Ａ 92 100
92 継続

　災害時に障がいがある方を地域で支援するために、障がいのある方をサポートするときの災害対応の手引きを作成したほか、援助や

配慮を必要としていることを周囲へ知らせるためのヘルプマークを追加作成し、希望者に配付した。　

　新たに視覚障がいに関する出前講座を高松市視覚障害者福祉協会に委託し実施した。

　手話学習の出前講座等は、予定どおり実施することができた。

　市民や事業所を含め市全体に条例の趣旨の理解が深まるよう努めることが、市の責務として求められることから、特に周知啓発に軸

足を置いた事業を展開する。

　また、言語としての手話に対する理解の増進と、障がいの特性に応じた多様なコミュニケーション手段の普及及び利用の促進のため

に、障壁のない地域共生社会の実現に寄与する施策を引き続き実施する。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者地域活動支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支

　障がい者の地域活動を促進するため、雇用されることが困難な障がい者への創作的活動及び生産活動の機会の提供
や、意思疎通支援者の派遣などの事業を実施する。
・地域活動支援センター事業
・意思疎通支援事業（意思疎通支援者派遣及び養成事業等）

年度7

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

　高松市在住の障がい者

　障がい者の自立した日常生活又は社会生活を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

地域活動支援センターⅠ型事業所の開所日数 日 0 0 926 930 930

地域活動支援センターⅠ型事業所の利用者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 18,000 18,000 18,000
0 0 15,202

　障がい者に対し、創作的活動又は生産活動の機会の提供や社
会との交流促進に取り組んだものの、目標を達成しなかった。

84.5%

点30

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 18000 18000 18000 18000
0 0 15202

0 0 18000 18000 18000 18000
0 0 15202

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

115,842 114,594 109,078 116,793

108,358 107,067 101,358 109,073

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

地域活動支援センター
コミュニケーション支援

８６，３３７千円
１５，０２１千円

８８，５４２千円
２０，５３１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

101,358

14,285

6,862

0

10,103

70,108

58,458

9,500

0

13,392

27,723

109,073

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 86 100
86 継続

　精神障がい者の自己表現の場として大きく貢献している。

　あらゆる分野と機会を積極的に活用し、障がい者の社会参加に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者福祉タクシー事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市障害者福祉タクシー助成事業実施要綱

　障がい者の社会活動の範囲を広げ、社会参加を促進するため、タクシー料金の一部助成を行う。

年度7

障害者福祉タクシー助成券の交付

　身体障害者・療育・精神障害者保健福祉手帳の重度・最重度等級所持者、身体障害者手帳を所持する、補
装具等による車いす・電動車いす利用者（１８歳以上の場合は、本人と配偶者が市民税非課税であること）

　障がい者の社会活動の範囲を広げ、もって障害者の福祉の増進を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

タクシー助成券交付者数 人 0 0 2,895 4,000 4,000

タクシー助成券使用率 ％

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 50 50 50
0 0 30.419

　身体障害者等の助成対象者に対し、本市ホームページや広報
高松などを活用して、本事業について、広く周知したものの、
目標を達成しなかった。 60.8%

点21

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 50 50 50 50
0 0 30.419

0 0 50 50 50 50
0 0 30.419

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

34,652 35,839 34,564 35,073

27,168 28,312 26,844 27,353

7,484 7,527 7,720 7,720

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障害者福祉タクシー助成券の交付

障害者福祉タクシー助成券の交付

２６，８４４千円

２７，３５３千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

26,844

0

0

0

0

26,844

27,353

0

0

0

0

27,353

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ｂ 68 100
68 継続

　障がい者の外出機会の創出等、日常生活の向上に大きく貢献している。

　利用者にとってより分かりやすく利用しやすい制度となるよう制度の整理を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

障害者社会活動支援事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

高松市補助金等交付規則

　障がい者（児）の社会参加を促進し、交流や親睦を深めることで福祉の向上を図るため、障がい者（児）団体等に
対し支援を行い、スポーツ大会の開催などの事業を実施する。

年度7

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進（身体障害者スポーツ大会の開催等）

　高松市在住の障がい者

　障がい者（児）の社会参加を促し、交流や親睦を深める事で福祉の向上を図る。

R4 R5 R6 R7
R8

補助金交付件数 件 0 0 7 9 9

障害者社会参加促進事業における参加者数 人

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 55 60 65
0 0 50

　障害者が、機能の回復と、体力の維持のための競技を行う身
体障害者スポーツ大会（ボール送り競技、魚つり競技、ビーン
バッグ投げ競技、玉入れ競技等）を実施したものの、目標を達
成しなかった。

90.9%

点32

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 55 60 65 70
0 0 50

0 0 55 60 65 70
0 0 50

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

12,179 12,212 14,103 14,238

2,450 2,427 4,067 4,202

9,729 9,785 10,036 10,036

５

３

５

５

３

５

令
和

6

令
和

7

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進
高松市障害者を守る会への支援

障がい者団体への支援
障がい児団体への支援
障がい者の社会参加への促進（身体障害者スポーツ大会の
開催等）

２，１０７千円
　　　２０千円
１，８７６千円
　　　６４千円

２，１８３千円
　　　２０千円
１，９９９千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

4,067

434

181

0

0

3,452

3,304

0

0

299

599

4,202

結びつく

横ばいである

貢献度が大きい

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

Ａ 90 100
90 改善

　障がい者の社会活動への参加につながるため、継続実施する。

　高松市障害者を守る会と協議の上、今後の事業方針を含め、障がいに対する理解を深める機会を増やし、共生社会の形成に向けた環

境整備を推進する取組について検討を行う。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4
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まちづくりの目標 評
価
担
当

局名

政策 課 室 名( )

施策 電話番号

取組方針

事務事業

事業期間

【事業全体概要】

重点取組事業 市長マニフェスト 関連根拠法令

【事業の目的】

対象（何を）

意図（どのような
状態にしたいか）

【事業の活動】

活動指標名（具体的にどのような活動をしたか） 単位

①

②

【事業の成果】

成
果
指
標
①

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

高松市事務事業評価表【事中・事後評価】

中期目標

中期目標

総
合
計
画
体
系

概要

種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

成
果
指
標
②

成果指標名 単位

成果指標の達成度（目標に対してどれだけ達成できたか）

中期目標
種別

目標値
実績値

（得点）

（どのような成果が得られたか）

（目標達成度）

事業
概要

令和 年度（ 年度決算分）7 6

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

支え合う福祉社会の形成

障がい者福祉の充実

社会活動への参加促進

福祉のまちづくり推進事業

健康福祉局

障がい福祉課

087-839-2333

令和 年度～6 令和 年度13

香川県福祉のまちづくり条例

　障がい者の社会活動への参加を促進するため、香川県福祉のまちづくり条例に基づき、市民の誰もが安全かつ円滑
に利用できるよう、公共的建築物等の福祉的環境整備を行う。

年度7

特定施設新築等届出書の受付審査

　市内に特定施設を整備する方

　公共的建築物等の福祉環境の整備を促進する。

R4 R5 R6 R7
R8

特定施設新築等届出書等の審査件数 件 0 0 47 60 65

特定施設整備主に対する指導及び助言数 件

R4 R5 R6 R7
R8

0 0 80 80 80
0 0 40

　届出があった施設の特定施設整備主に対し、香川県福祉のま
ちづくり条例の整備基準に基づく必要な指導及び助言を行った
ものの、目標を達成しなかった。 50.0%

点18

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9
0 0 80 80 80 80
0 0 40

0 0 80 80 80 80
0 0 40

R4 R5 R6 R7
R8



【事業の評価】

【コストの推移】

単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

評価ランク 総合点

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】 評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針・改善策を具体的に記入( )

率( )

区分 評価項目 評価基準

妥
当
性

有
効
性

効
率
性

Ａ ～(80% 100%)
Ｂ ～(60% 79%)
Ｃ ～(0% 59%)

今後の方向性

【事業内容と事業費内訳】

項目 事業内容 事業費

年
度

年
度

積算根拠等

（予算の増減理由）

総額

国

県

市債

他

一般財源

特
定
財
源

一般財源

特
定
財
源

他

市債

県

国

総額

/
( %)

768 761 792 793

20 8 20 21

748 753 772 772

５

３

３

５

３

５

令
和

6

令
和

7

特定施設新築等届出書の受付審査

特定施設新築等届出書の受付審査

２０千円

２１千円

事業の実施が総合計画・市長マニフェスト等の目標達成や、事業の根拠等に結
び付くか。

事業の実施に対する市民のニーズの傾向はどうか。

住民福祉の向上に貢献しているか。

類似事業との統合・連携やコスト削減の可能性はあるか。

事業の上位目標である施策に貢献しているか。

事業実施手法としては最適か。

20

0

20

0

0

0

0

0

0

21

0

21

結びつく

横ばいである

貢献度が中程度、義務的事

貢献度が大きい

現状が望ましい

現状が望ましい

業

Ｂ 60 100
60 継続

　障がい者の住みやすいまちづくりに大きく貢献している。

　制度の更なる周知を行うなど、条例の趣旨について継続して啓発に努める。

（予算）R7（決算）R6（決算）R5（決算）R4


